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後
輩
の
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
ま
だ

目
標
が
持
て
ず
に
ま
よ
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
い

時
期
に
一
度
自
分
自
身
を
真
剣
に
見
つ

め
直
し
て
、
将
来
何
を
し
た
い
か
、
そ

の
た
め
に
は
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え

目
標
を
た
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
勉
強
の
面
で
も
い
い
し

趣
味
の
方
面
で
も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
目
標
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
な

ら
、
後
は
そ
れ
に
向
か
っ
て
突
き
進
む

の
み
で
す
。

か
の
松
下
幸
之
助
氏
の
語
録
に

「本

気
に
な
っ
て
真
剣
に
志
を
た
て
よ
う
、

強
い
志
が
あ
れ
ば
、
こ
と
は
半
ば
達
せ

ら
れ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
目
標
を
見
失
わ
な
い
よ
う

に
、
若
い
力
と
努
力
で
自
分
の
夢
を
か

な
え
て
く
だ
さ
い
。

卒

業

証

書

授

与

式

百
三
十
七
名
が
巣
立
つ

第
二
十
回
卒
業
証
書
授
与
式
は
、
三

月
十
六
日
（月
）に
本
校
第
一
体
育
館
に

お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

機
械
工
学
科
七
十
四
名
、
電
気
工
学

科
三
十
五
名
、
土
木
工
学
科
二
十
八
名

の
計
百
三
十
七
名
が
、
西
村
校
長
よ
り

一
人
ず

つ
手

渡

さ

れ

た

卒

業

証

書

を

手

に
、

母

校

よ

り

巣
立

っ
て
行

っ
た

。

沢
井
裕
一君
ら
十
二
名

昭
和
六
十
一
年
度
卒
業
生
に
対
す
る

校
長
表
彰
は
、
次
の
十
二
名
と
な
り
、

卒
業
証
書
授
与
式
終
了
後
、
校
長
よ
り

表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

◎
学
業
成
績
優
秀
に
該
当
す
る
者

ｏ
機
械
工
学
科
　
沢
井
　
裕
一

ｏ
機
械
工
学
科
　
武
谷
　
俊
幸

○
電
気
工
学
科
　
尾
名
　
啓
一

〇
土
木
工
学
科
　
山
中
　
正
克

◎
体
育
・
文
化
功
労
等
に
該
当
す
る
者

〇
機
械
工
学
科
　
富
田
　
卓
実

〇
機
械
工
学
科
　
一品
岡
　
　
勇

ｏ
機
械
工
学
科
　
森
内
　
繁
範

ｏ
電
気
工
学
科
　
中
山
　
哲
也

ｏ
電
気
工
学
科
　
栗
本
　
武
夫

〇
電
気
工
学
科
　
計
盛
　
博
文

〇
電
気
工
学
科
　
山
添
　
雅
仁

○
土
木
工
学
科
　
折
野
　
浩
司

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（暗
唱
）の
部

で
一
位
藤
本
含
一Ｂ
）、
二
位
井
上
含
一Ｅ
）

団
体
は
一
位
高
知

（十
六
点
）、
二
位
阿

南

・
詫
間

（十
五
点
ヽ

昨
年
の
第

一
回
大
会

（於
阿
南
）
に

引
続
き
第
二
回
大
会
は
粉
雪
の
舞
う
二

月
二
日
九
時
二
十
分
よ
り
新
居
浜
高
専

に
於
で
開
か
れ
た
）
開
会
の
辞
、
主
管

校
校
長
挨
拶
の
後
、
一副
年
度
団
体
優
勝
校

の
阿
南
に
よ
る
優
勝
杯
の
返
還
、
レ
プ

リ
カ
の
贈
呈
を
う
け
た
後
、
コ
ン
ア
ス
ト

が
始
ま
っ
た
。

こ
の
部
で
前
年
度
優
勝
し
て
い
る
藤

本
は
や
は
り
群
を
抜
い
た
が
本
年
度
新

し
く
参
加
し
た
井
上
は
日
頃
の
練
習
熱

心
さ
に
落
研
で
身
に
つ
け
た
説
得
力
で

追
い
上
げ
あ
わ
や
一
位
結
局
僅
差
で
二

位
に
つ
け
た
快
挙
は
関
係
者
の
間
で
話

題
を
呼
び
そ
う
で
あ
る
。

自
由
弁
論
の
部
は
詫
間
が
強
か
っ
た
。

一
位
宮
澤

（男
四
年
情
報
）
二
位
川
井

（男
五
年
情
報
）
は
英
語
以
外
の
要
素

で
あ
る
人
間
的
雰
囲
気
の
か
も
し
出
す

説
得
力
に
加
た
そ
れ
ぞ
れ
六
ヶ
月
の
ア

メ
リ
カ
留
学
で
身
に
つ
け
た
言
語
感
覚

で
自
由
弁
論
で
は
一
、
二
位
を
さ
ら
っ

た
。団
体
の
部
と
し
て
総
合
成
績
は
暗
唱

の
部
二
名
、
自
由
弁
論
の
部
三
名
、
計

五
名
を
フ
ル
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
高
知

が
一
点
差
で
詫
間
・
阿
南
を
抜
き
総
合

優
勝
し
た
。

こ
こ
で
表
彰
規
定
に
つ
き
簡
単
に
説

明
し
て
お
く
と
各
部
門
の
上
位
五
名
に

つ
い
て
そ
の
上
位
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
次
に

記
述
す
る
よ
う
な
得
点
を
与
え
、
他
の

全
出
場
者
に
は
、
自
由
弁
論
の
部
に
つ

い
て
は
２
点
を
暗
唱
の
部
に
つ
い
て
は

１
点
を
与
え
る
。

自
由
弁
論
７
・
６
・
５
●
４
・
３

暗
唱
の
部
６
・
５
・
４
・
３
・
２

ち
な
み
に
阿
南
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
は

□
名
、
高
知
五
名
、
高
松
三
名
、
詫
間

四
名
、
新
居
浜
五
名
、
弓
削
二
名
で
あ

っ
た
こ
今
後
と
も
在
学
生
諸
君
に
対
し
本
大

会
に
対
す
る
理
解
と
積
極
的
な
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
き
次
回
は
少
な
く
と
も

五
名
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
を
満
た
し
た
い
。

本
年
度
は
五
名
で
出
発
し
た
阿
南
高
専

弁
士
陣
で
あ
っ
た
が
途
中
で
一
名
の
棄

権
が
あ
っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

尚
次
の
大
会
は
未
確
定
な
が
ら
年
内

の
十

一
月
下
旬
に
文
化
祭
と
併
行
し
て

詫
間
高
専
に
て
行
な
わ
れ
る
模
様
。

昭
和
６‐
年
度

後
援
会
会
員
研
修
旅
行

を
終
え
て

″
三
菱
電
機
姫
路
製
作
所
と

川
崎
重
工
業
明
石
工
場
を
見
学
″

先

進

企

業

の
見
学

と
会

員

相

互

の
親

睦

を

図

る
た

め
毎

年

実

施

し

て

い
る
会

員

研

修

旅

行

は

、

兵

庫

県

姫

路

市

の
三

菱

電

機

姫

路
製

作

所

と
、

明
石

市

の
川

崎

重

工
業

明
石

工

場

を

見

学

す

る

こ
と

に
な

り

、

去

る

Ю
月

５

日

０
朝

、

観

光

バ

ス
２
台

に
分

乗

し

て
、　

一
泊

二
日

の

予
定

で
出

発

し

た

。

第

一
日
目

は

阿
南

高

専

を

定

刻

８
時

３。
分

に
出

発

、
鳴

門

大

橋

を

経

由

し
淡

路

島

を

縦

断

、

岩

屋

港

よ

リ

フ

ェ
リ

ー

で

明
石

港

へ
、

玉

津

イ

ン
タ

ー

よ

り
第

二
神

明
道

路

、

加
古

川

バ
イ

パ

ス
と

ガ

イ

ド

さ

ん

の

ユ

ニ
ー

ク
か

つ
流

暢

な
案

内

で
快

適

な

ド

ラ
イ

ブ
を

楽

し

み

つ

つ
、

本

日

の
宿

泊

地

塩

田

温
泉

（
ホ

テ

ル
夢

乃

井

）

に
と
向

い

ま

し

た

。

途

中

、
姫

路

城

に

て
、

記
念

撮

影

等

楽

ｔ

い
ひ

と

と

き
を

過

し

、

予

定

通

り
無

事

ホ

テ

ル
夢

乃

井

に
到
着

、

入
浴
後

の
懇

親
会

で

は
、
会

員

相

互

打

ち
解

け

て
談

笑

、
有

志

に
よ

る

カ

ラ
オ

ケ
等

、

旅

の
疲

れ
を

温
泉

で
洗

い
流

し

楽

し

い

一
日

で
し

た

。

翌

１０
月

６
日
０

は

、

ホ

テ

ル
を

９
時

に
出

発

、

９
時

４０
分

三
菱

電

機

姫

路
製

作

所
を

訪

問

し

、

先
ず

会

議
室

に
案

内

さ
れ

概

要

説

明

、
湯

茶

等

の
接

待

を

受

け

た
後

工

場
内

を

見

学

し

、

最

新

の
設

備

で
効

率

よ

く

自

動

車

部

品
が

ベ

ル
ト

コ
ン
ベ

ア
で
各

工

程

を

経

て
組

立

ら

れ

、

製

品

と

し

て
完

成

し

て

い
く
様

子
を

工

場

の
方

の
説

明
を

聞

き

、
大

変

感

銘

を

受

け

な

が

ら

１
時

間

３０
分

に
渡

る
見

学

を

終

え

、　

一
路

次

の
訪

問

先

へ
と
向

い

ま
し
た
。
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
の
昼
食
後
、

・３
時
３０
分
川
崎
重
工
業
明
石
工
場
を
訪

れ
、
会
議
室
で
概
要
説
明
、
映
画
、
湯

茶
等
の
接
待
を
受
け
た
後
工
場
内
で
ロ

ボ
ッ
ト
の
製
作
過
程
を
見
学
、
そ
の
精

巧
さ
に
、
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
し

た
。
有
意
義
な
体
験
を
終
え
、
会
社
の

方
々
の
見
送
り
を
受
け
帰
路
に
と
着
き

ま
し
た
。

訪
問
し
た
二
つ
の
会
社
と
も
、
阿
南

高
専
の
卒
業
生
が
頑
張
っ
て
い
る
と
の

事
で
意
を
強
く
し
た
の
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
思
い
出
を
胸
に

楽
し
か
っ
た
研
修
旅
行
も
全
員
無
事
予

定
よ
り
早
く
帰
校
し
幕
と
な
り
ま
し
た
ぃ

今
年
は
、
長
野
会
長
以
下
“
名

（男

性
“
名
、
女
性
４
名
）
の
参
加
者
が
あ

り
、
他
に
学
校
か
ら
校
長
先
生
を
は
じ

め
松
尾
学
生
主
事
他
３
名
の
職
員
が
添

乗
し
ま
し
た
が
、
こ
の
様
な
楽
し
く
有

意
義
を
見
学
会
に
会
員
の
皆
様
益
々
参

加
さ
れ
、
今
後
と
も
充
分
な
成
果
が
挙

り
ま
す
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（後
援
会
事
務
局
）姫 路 城 に て
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